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1．目的

　生れた時の体重の大小がその後の体重発育にどのような影響を及ぼすものであろうかという

問題意識から，まず始めに，小学1・2年生の体重と出生時体重との関係について調査・分析lo）

した。その結果は，小学1・2年生時点になると出生時体重との関係は，統計的にはかなり低

い相関にとどまっていた。そこで，もう少し出生時に近い年齢段階ではどうかという視点から

2・3・4歳児を対象に調査・分析2’11）した。この結果は，小学1・2年生に比べるとかなり

出生時体重の影響がみられたが，それほど高い相関はみられなかった。本研究では，年齢段階

をさらに出生時と近接させて，出生時とその後の1ヶ月，3ヶ月，6ヶ月，12ヶ月，18ヶ月，

24ヶ月の6時点の体重を調査し，これらの各時点の体重が出生時体重とどのような関係にある

かを検討しようとするものである。

ll．方法

　調査は，名古屋市内の公立の22保育園と私立の3保育園及び愛知県長久手町の2保育園の計

27保育園の園児を対象に実施した。調査項目は，対象者の性別，年齢，生年月日，出生時の体

重及び身長，その後の1ヶ月，3ヶ月，6ヶ月，9ヶ月，1歳，1歳3ヶ月，1歳6ヶ月，1

歳9ヶ月，2歳時の9時点の体重及び身長，調査時点の体重及び身長であった。配布された調

査用紙を園児が持ち帰り，保護者に母子健康手帳や保育園の記録等を参考に，調査用紙の月齢
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246　0　一一2歳児の体重発育に関する統計的分析

に最も近い時点での測定値を記載可能な範囲で記入させた。

　名古屋市内の名東区及び千種区の公立の保育園については，名古屋市民生局児童部保育課を

通して，各園に研究及び調査の目的が説明され，調査の協力依頼がなされた。そして各園で実

施された調査用紙の回収は名古屋市民生局児童部保育課を通して行われた。また，私立の保育

園及び愛知県長久手町の保育園については，直接各園の園長先生に研究及び調査の目的につい

て示し，調査の協力を得て，各園の保母の協力のもとに調査用紙の配布，回収がなされた。

　調査は1996年6月から11月に実施した。

　回収された調査用紙は，男子園児867名，女子園児805名，の合計1，672名分であった。出生

時から2歳までの9時点の体重及び身長の調査を実施したが，回答記入の多かった出生時，1ヶ

月，3ヶ月，6ヶ月，12ヶ月，18ヶ月，24ヶ月の7時点を集計し，男女各月齢ごとの体重及び

身長の平均値・標準偏差を求めた。これらの出生時から2歳までの7時点全てにおいて1時点

も欠測値のない園児男子178名，女子182名の合計360名を抜き出し，体重及び身長の平均値と

標準偏差を求めた。分析対象とした360名の園児は1992年から1996年生まれであった。出生時

から24ヶ月までの体重及び身長の発育の状況，発育速度について検討するとともに，発育状況

を検討するために相関係数を求めた。また，出生時体重からその後の発育を予測するためにそ

の後の6時点の回帰直線を求めて検討を行った。さらに，男女ごとに出生時の体重から大・中・

小の3群に分類し，その後の6時点における発育状況の比較を行った。

皿．結果及び考察

1．体重及び身長の月齢別平均値

　表1には，今回の調査から得られた園児1，672名の出生時とその後の6時点の体重及び身長

の男女別の平均値と標準偏差を示した。出生時の身長及び体重は調査数に対して95％以上の記

入が認められたが，その後の6時点では出生時よりも記入されたデータは少なくなっていた。

表1　月齢別の体重及び身長の平均値・標準偏差（欠測値を含む）

出生時 1ケ月　　　3ケ月　　　6ケ月　　　12ケ月　　　18ケ月　　　24ケ月

男　子
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6時点の内1ヶ月と3ヶ月と18ヶ月では85％以上の記入があったが，6ヶ月と12ヶ月と24ヶ月

では44％から65％と低くなっていた。身長や体重の計測は出生時には必ず行われ，その後は，

産院で行われる乳幼児1ヶ月検診や保健所で行われている3ヶ月検診，1歳6ヶ月検診で実施

されている。今回のデータ数のばらつきからみても産院や保健所で行われている検診は多くが

受けていることが認められる。

　表2には，出生時及びその後の24ヶ月までの7時点全てにおいて欠測値のない園児，男子

178名，女子182名の体重及び身長の平均値と標準偏差を男女別に示した。これは縦断的資料で

あり，この資料をもとに分析を行った。図1及び図2には，出生時及びその後の6時点の体重，

身長の平均値と標準偏差をプロットした。男女とも体重，身長とも出生時から3ヶ月までは急

激な上昇となっているが，その後はゆるやかな上昇を示している。体重，身長ともに出生時か

ら24ヶ月までの発育状況は3ヶ月までと3ヶ月以降とで大きく異なっていた。

表2　月齢別の体重及び身長の平均値・標準偏差（欠測値を含まない）

出生時 1ケ月　　　3ケ月　　　6ケ月　　　12ケ月 18ヶ月　　24ヶ月

男　子
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　出生時体重の平均値は，男子3121．Og，女子3010．8gで，男子の方が女子より約110　g上回っ

ていた（p〈O．Ol）。男女の出生時体重は全国平均と比べてやや高めであった。また，男女差も

全国平均と比べてやや高めであったがいずれも有意な差ではなかった：’5’7’8’9）出生時体重の年

次推移をみると，先に我々が調査した1986年，1987年，1990年，1991年，1992年生まれの子ど

もの出生時体重10’11）は年々小さくなる傾向がみられ，今回、調査した1992年から1996年生ま

れの生どもではさらに小さくなっていた。このような傾向は，厚生省の調査3）から1975年以降

低下現象が認められたり，低体重新生児についての報告1）がされているるが，我々の調査から

も同様の傾向が認められた。また，出生時体重の男女差は厚生省の報告では80～9095）であっ

たが，我々が調査した1986，7年生まれでは85g｝o）1990，1，2年生まれでは103　g　ti）今回が110　g

と男女差が大きくなる傾向が認められた。

2．体重及び身長の発育状況

　図3と図4には，出生時を基準とした24ヶ月までの各6時点の発育速度を体重を丸印，身長

を三角印で示した。発育速度は男女ともによく似たの傾向がみられた。1ヶ月では体重は男子

が1．23kg／month，女子では1．12kg／month，3ヶ月で男子が体重1．22kg／month，女子では1．12kg

／monthと発育速度が速いことが認められる。6ヶ月以降になると男子は0．42，0．26，022，

0．20kg／month，女子も0．43，0．24，0．22，0．21kg／monthと1ヶ月や3ヶ月に比べて遅いこと

が認められる。身長についても体重と同様の傾向がみられ，男女とも1ヶ月，3ヶ月では4．0

－－ S．5cm／monthの伸びがみられ，6ヶ月以降になると1．63－－O．82cm／monthと少なくなっている。

男女ともに3ヶ月までは体重も身長も発育速度が速いが，6ヶ月以降では緩やかな速度となる
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傾向であった。6ヶ月，12ヶ月，18ヶ月，24ヶ月に成長するに従い，体重も身長もわずかに発

育の速度が緩やかになっていることが認められる。

3．体重及び身長の月齢間の相関

　表3及び表4は，出生時から24ヶ月までの7時点の体重及び身長の相関係数マトリクスであ

る。斜線の上側に男子，下側に女子を示した。体重について男子の出生時と1ヶ月の相関係数

は0．699，女子は0．731と高い値が認められ，出生時と1ヶ月の体重の関係が強いことが示され

た。片方からもう片方を推定する統計的精度を表す関与率は約50％で，生後1ヶ月たって50％

ということは，意外に低くなっていたが，出生時の体重値に対して1ヶ月後の体重発育傾向に

かなり多様性があることが考えられる。そして，3ヶ月以降24ヶ月になると，出生時体重との
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　　表3　体重の月齢間の相関係数マトリクス

出生時　　1ケ月　　3ケ月　　6ケ月　12ケ月　18ケ月

出生時
1ケ月　　0．731

3ケ月　　e．489　　D．66
6ケ月　　O．435　　0．590

12ケ月　　0．309　　0．4B9

18ヶ月　　0．331　0．476
24ケ月　　0．355　　0．443

　θヲ　子ノ

0．457　　　0．492

0・510　　　 0・571

0．675　　　　0．654

0．823　　　　0．768

　　　　0．863
0．839

0．734

O．445

0．491

0．537

0．654

0．SO7

0．875

　　表4　身長の月齢間の相関係数マトリクス

出生時　　1ケ月　　3ケ月　　6ケ月　　12ケ月　　IBケ月

出生時
1ケ月　　0．619
3ケ月　　0．491
6ケ月　　0．434
12ケ月　　0．437

18ケ月　　0．456

24ケ月　　0．422

　傍
0．349

0．375

0．511

0．694

0．734

0．616

0．351

0．409

0．514

0．624

0．671

0．762

相関係数は男子0．445～0．492，女子ではO．309　一一　O．489と下がり，さらに出生時体重との関係が

弱くなっていることが認められた。また，出生時と6ヶ月，12ヶ月，18ヶ月，24ヶ月との関係

をみると，いずれも出生時と1ヶ月の関係より明らかに相関係数が低くなっているが，月齢が

上がるにしたがって相関係数が低下する傾向は認められなかった。男子の体重や女子の身長で

1まほぼ横ばいの状態であった。一方，6ヶ月と12ヶ月，12ヶ月と18ヶ月，18ヶ月と24ヶ月とい

うように，隣iあった月齢の近いところの相関係数は0．6－－O．8台と男女ともにそれぞれ高い値を

示していた。

　身長についても体重と同様の傾向が認められ，出生時と1ヶ月の相関係数は男子0．581，女

子0．619と体重に比べるとやや低いが，出生児との関係は1ヶ月が最も強くなっていた。また，

体重と同様に，出生時の身長と3ヶ月以降の身長の相関係数は1ヶ月より明らかに低くなって

いた。出生時の身長と3ヶ月以降の身長の関係も月齢が上がるにしたがって相関係数が低下す

る傾向は認められなかった。

4．出生時体重に対するその後の6時点の体重

　図5は，出生時体重（X）に対するその後の各時点の体重（Y）の関係を回帰直線で表し，

平均値を男子は口印，女子○印で示したものである。男女ともに月齢の経過とともに回帰直線

のY切片は上がって，出生時体重から予測する体重平均値（推定平均値）は上昇している。回

帰直線の回帰係数をみると，男子では月齢が進むに連れて上がっているが，女子では24ヶ月が
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最も高く，1ヶ月から18ヶ月までは必ずしも月齢の進みと一致していなかった。また，回帰係

数について男女で比較すると，1ヶ月では女子の方が高くなっているが，3ヶ月以降では男子

の方が高くなっている。出生時体重から出生後の3ヶ月から24ヶ月までの体重を予測すると女

子に比べ男子の方が出生時体重の大きい子どもほどその後の体重も大きいことになる。
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00　1　2　3　4　5　6（kg）
　　　　　　　出生時体重

　　図5　出生時体重に対する1、3、6、12、18、24ヶ月の体重

5．出生時体重の分類による比較

　出生時の体重から，全体の平均値及び標準偏差を用いて，

　　　　　　　　　大群（平均値＋0．5標準偏差）以上

　　　　　　　　　　　　男子3348g以上　　女子3243　g以上

　　　　　　　　　中群（平均値一〇．5標準偏差）以上～（平均値＋0．5標準偏差）未満

　　　　　　　　　　　　男子2946g以上3348　g未満　　女子2851　g以上3243　g未満

　　　　　　　　　小群（平均値一〇．5標準偏差）未満

　　　　　　　　　　　　男子2946g未満　　女子2851　g未満

　の3群に分類した。そして，出生時及びその後の6時点の体重，身長を男女別に，図6及び

図7に示した。出生時の体重から3群に分けて，その後の体重及び身長をみると，1ヶ月から

24ヶ月まで男女において小群，中群，大群という順であった。男女ともに出生時の体重及び身

長で小群，中群，大群でいずれの群間にも有意な差が認められた（p＜0．01）。1ヶ月から24ヶ

月まで体重についても3群間でいずれも有意な差となっていた（p〈0．01）。身長については，

男子の12ヶ月の中群と大群の間には有意差が認められなかった。また女子の12ヶ月の中群と大

群の間には5％の有意差であったが，他の群間ではすべて有意な差が認められた（p＜0．01）。
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　月齢を通して体重，身長の平均値でみる限りは大群は各時点で大，中群は各時点で中，小群

は各時点で小という傾向が男女ともみられ，群別で比較すると出生時体重と関連が明らかに認

められた。

　出生時体重とその後の24ヶ月までの発育状況との関連を検討したが，出生時と1ヶ月では高

い相関係数が認められたが，3ヶ月以降ではかなり低くなっていたことは個人間では意外に早

く出生時体重との関連が薄れてしまうことが考えられる。しかし，出生時体重を大群・中群・
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小群という集団の平均値でみれば出生時体重との関連が読みとれた。

　こうした発育視点での調査・分析は，これまでに小学1・2年生（6～8歳），2～4歳，

今回のO－－2歳について行ってきたが，さらに今後は発育の旺盛な中学生段階6）及び発育のほ

ぼ完了した大学生段階について考察をすすめたいと計画している。

】V．まとめ

　出生時の体重の大小がその後の1ヶ月，3ヶ月，6ヶ月，12ヶ月，18ヶ月，24ヶ月の発育に

どの程度影響を及ぼすのかについて，名古屋市及びその周辺地域の保育園27園の園児360名の

体重，身長を調査をし，以下の結果が得られた。

1．出生時の平均体重は男子3121．Og，女子3010．8gであった。また，男子の方が女子より出

　生時体重が約110g上回っていた。

2．体重及び身長は，男女とも出生時から3ヶ月までの発育が特に著しく，その後は24ヶ月ま

　ではゆるやかな発育速度となっていた。

3．体重及び身長について男女とも出生時と1ヶ月との相関係数が，最も高くなっていた。3ヶ

　月以降24ヶ月に至っては一定の傾向は認められなかった。しかし隣あった月齢の近いところ

　の相関は0．8台と男女ともに高い値を示した。

4．出生時体重に対するその後の各時点の体重の回帰係数について男女で比較すると，1ヶ月

　を除いて，3ヶ月以降では男子の方が高くなっていた。出生時体重から出生後の3ヶ月から

24ヶ月までの体重を予測すると女子に比べ男子の方が出生時体重の大きい子どもほどその後

　の体重も大きいことになる。

5．出生時の体重を男女別にそれぞれ大・中・小の3群に分類してその後の24ヵ月の発育をみ

　ると，大群は各時点で大，中群は各時点で中，小群は各時点で小という傾向が男女ともに認

　められた。
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